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１．概要（Summary） 
ダイヤモンドはシリコンに比べて大きいバンドギャップや

高い移動度などの特徴を持ち、高耐放射線性能・高速応

答性などの特徴を持つ。そこで、レーザー描画装置を用

いたフォトリソグラフィー法によってダイヤモンド基板上に

微小で複雑な構造の電極作製を行い、センシングデバイ

スのプロトタイプ作製を行った。今回は基板上への電極接

着性、描画時間等の条件検討を行い、電荷キャリア輸送

能について調べた。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

レーザー直接描画装置、真空蒸着装置 
 
【実験方法】 

研究室にて CVD 法で作製したダイヤモンド結晶上に

フォトレジストを塗布し、レーザー描画にて円形上 Pt 電極

パターンを描画し、現像を行った。 
その後、裏面側にAl電極を蒸着装置によって作製して、

計測用デバイスとした。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
Fig. 1 Photograph of Au electrode on diamond 

substrate 
 

Fig. 1 のような構造の電極を作製し、電荷キャリアの輸

送特性の評価を行った。その結果、電荷収集効率は正孔

99.9%、電子 99.6%であり、エネルギー分解能は正孔

0.43%、電子 0.71％であった。CVD 成長面の研磨時に

おける角度制御が不十分な影響のため、あるいは金属電

極製作途中で大気解放した影響で電極面に基板の凹凸

を反映した Pt が見えており、電荷補足準位への影響が考

えられるために今後改良が必要となる。 
 

４．その他・特記事項（Others） 
なし。 
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